
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

猿島地区

平成２２年６月

茨城県坂東市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み

目標値

70

1年以内の
達成見込み

△

72,559

見込み・確定
の別

80,000 △

指　標 従前値 目標値

指標１ 交流人口の拡大 人/年 44,000

1年以内の
達成見込み

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

△

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

82,000

計測時期

H21年4月

事後評価

見込み・確定の別

10,000

○

H　　年　月

総合所見

公園施設の充実、地域資源の活用
により交流人口が拡大した。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

指標２ 満足度 ％ 51

指標５

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

都市施設の整備により、居住環境
の向上が図られた。

H　　年　月

58 63 H22年5月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

その他の
数値指標１

古城まつりの来場者
数〈指標1補完〉

人 7,000

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３

12,000
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H20年10月
施設整備に伴う地域交流の促進に
より、来場者が増加した。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

その他の
数値指標２

バス利用者数〈指標1
補完〉

人/年 12,261

その他の
数値指標３

利用者の利便性の向上に向けた
時刻及びルートの見直しにより、バ
スの利用者が増加した。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

25,743 30,622 H21年4月



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

具体的内容 実施時期

良好な生活基盤を持続して提供できるよう、歩道、公園、市営住
宅の維持管理に努める。

農村ふれあいの森の将来的な整備について検討する。

利便性や安全性の向上を目指し、生活圏道路の整備に努め
る。

今後の課題　その他特記事項

利用者数の向上につながるよう、公園施設の維持管理及びイベ
ント等の実施に努める。

利便性や安全性の向上を目指し、生活圏道路の整備に努め
る。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

農村ふれあいの森の整備について検討。

市道改良事業の実施。

実施した結果

「古城まつり」の会場でもある逆井城跡公園の整
備されたことから、来場者が２０％増となった。

逆井城跡公園、前山公園、運動公園の維持管理及び利活用
向上に向けたイベント等の充実。

実施した具体的な内容

生活圏道路の整備推進。

歩道、公園、市営住宅の維持管理。

生活圏道路が整備されたことにより、利便性や安
全性が向上し良好な住環境の形成が図れた。

歩道、公園、市営住宅の維持管理により、良好な
生活基盤が提供できた。

農村ふれあいの森の整備について検討を進めた
が、結果的に事業は未実施となった。

狭隘等、未改良となっている生活圏道路の改良に
より、利便性や安全性が向上し良好な住環境の
形成が図れた。

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

逆井城跡公園、前山公園、運動公園などの利用者数

生活圏道路の整備

歩道、公園や市営住宅の維持管理

農村ふれあいの森整備事業の完了

狭隘等、未改良となっている生活圏道路の改良



都市再生整備計画

猿島
さ し ま

地区

茨城
いばらき

県　坂東
ばん ど う

市



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 800 ha

平成 16 年度　～ 平成 20 年度 平成 16 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 平成15年度 平成20年度

％ 平成14年度 平成20年度51

80,000人／年

70満足度 都市施設に関するアンケート調査における満足度
都市施設を整備することにより、良好な居住環境が形成されるた
め。

交流人口の拡大
地区への来場者数（逆井城跡公園、市民農園、農産物直
売所の来場者と高速バス、乗り合いバスの乗客数,歩行者
数）

地域資源を活用したまちづくりをすることにより、交流人口が拡大
するため。

44,000人／年

計画期間 交付期間 20

地域資源を活用した交流人口の拡大と良好な居住環境を形成するまちづくり

都道府県名 茨城県 坂東市（旧猿島町） 猿島地区

「旧猿島町都市計画マスタープラン」において、将来都市像を「安らぎ・活きづき・ふれあいのまち-猿島-」と定め、「安らぎ」は自然との共生、保全、活用、質の高い生活環境を、「活きづき」は基幹産業である農業を始めとする様々な産業が活力をもつとと
もに地域資源の有効活用を、「ふれあい」は交流と共生を意味しており、三つの要素を併せもつまちを目指します。

　本町は、東京から５０km圏内で首都圏整備法に基づく近郊整備地帯に指定されていますが、農業が基幹産業となっており第１次産業就業者が、茨城県の産業分類別構成と比べても約２倍の１７．６％（平成１２年）、土地利用の現況をみても、農地・山
林などの自然的土地利用が町域面積の約７０％となっています。市街化区域においても、工業団地の造成や公共下水道等の都市施設の整備を進めてきましたが、自然的土地利用の割合は約５５％と高くなっています。そのため、基幹産業である農業を
活かした農産物直売所や市民農園の整備など地域資源を活かした交流人口を図れる施設整備を進めてきました。
　また、公共交通ネットワークが脆弱で、近隣市町村に比較しても非常に交通の利便性が悪く、交通弱者や他地域の人々との交流の妨げとなっておりましたが、平成１５年度より高速バス（東京駅から旧猿島町）や近隣市町への乗り合いバスも運行し、広
域的なバス路線網が整いつつあります。
　・第３次旧猿島町総合計画（平成１２年度策定）において、交流型農業や観光の展開などによる交流人口の拡大を図り、年間１５０，０００人を目標としています。
　・旧猿島町都市計画マスタープラン（平成１５年度策定）において、市街化区域を都市拠点とし、幹線道路の整備などを進め、様々な交流による賑わいと活力のある都市拠点の形成を図るとしています。
　・旧猿島町都市計画マスタープランにおいて、集落拠点（区域指定予定地区）として位置づけている地区については、生活圏道路や公園などの基盤整備することにより、生活環境の向上を図るとしています。

１　地域資源を活用して交流人口の拡大を図るための施設整備が課題となっています。
　・高速バスや乗り合いバスとの連携を強化し、逆井城跡公園や市民農園、農産物直売所の既存施設を活用するとともに、逆井城跡公園活用施設設置事業やふれあいの森整備事業（市民農園隣接地）などの施設整備が必要であります。関連事業とし
て、さしま古城まつり事業・農業ふれあい対策事業など地域資源を活かした事業の展開も実施していく必要があります。
２　良好な居住環境の形成ため、①生活圏道路の整備。②生活基盤の整備。が課題となっています。
　・当町の生活圏道路の改良率は、13.92％（H15現在）と非常に低く、市街化区域や区域指定の予定地区内、そして「旧猿島町都市計画マスタープラン」において位置づけている交流拠点と連携する道路整備が遅れており、日常利便性の向上や安全性
の確保、さらに乗り合いバスの運行を図るための道路整備が必要であります。
　・市民の生活基盤の整備として、生活環境の向上を図るため、市営住宅や公園整備を実施していく必要があります。
　・アンケート調査において、生活圏道路や公園の満足度が低く、都市施設の整備が必要であります。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・日常利便性向上や安全性の確保のため生活圏道路の整備を行なう。
・公共交通（乗り合いバス）を確保する。
・生活基盤の整備をする。

市道等整備事業（基幹事業／道路）
主要地方道土浦・境線整備事業（基幹事業／道路）
（仮）前山地区公園整備事業（基幹事業／公園）
ヘルスロード整備事業（基幹事業／公園）
市営住宅整備事業（基幹事業／公営住宅等整備）
国補交通安全施設等整備事業（県道猿島・水海道線歩道設置事業）
（関連事業、茨城県）
国補緊急地方道整備事業（県道猿島・水海道線バイパス）（関連事
業、茨城県）
公共交通対策事業（関連事業、坂東市）

・ふれあい、交流の場を整備する。
・地域資源の活用の場を整備する。

街路樹整備事業（基幹事業／地域生活基盤施設）
逆井城跡公園活用施設設置事業（基幹事業／公園）
ふれあいの森整備事業（基幹事業／地域生活基盤施設）
古城まつり事業（関連事業、坂東市）
農業ふれあい対策事業（関連事業、坂東市）
農産物直売所維持管理事業（関連事業、坂東市）
市民農園維持管理事業（関連事業、坂東市）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 坂東市 直 L=  126m H16 H17 H16 H17 4 4 4 4

道路 坂東市 直 L=  740m H17 H20 H17 H20 96 96 96 96

道路 坂東市 直 L=  461m H16 H17 H16 H17 25 25 25 25

道路 坂東市 直 L=　707m H16 H20 H16 H20 71 71 71 71

道路 坂東市 直 L=  799m H16 H18 H16 H18 43 43 43 43

道路 坂東市 直 L=  470m H17 H18 H17 H18 50 50 50 50

道路 坂東市 直 L=  500m H17 H18 H17 H18 58 58 58 58

道路 坂東市 直 L=  600m H16 H18 H16 H18 74 74 74 74

道路 坂東市 直 L=  161m H16 H16 H16 H16 11 11 11 11

道路 坂東市 直 L=  730m H18 H19 H18 H19 93 93 93 93

道路 坂東市 直 L=  380m H16 H17 H16 H17 25 25 25 25

道路 坂東市 直 L=  330m H17 H18 H17 H18 42 42 42 42

道路 坂東市 直 L=  556m H19 H19 H19 H19 8 8 8 8

道路 坂東市 直 L=  418m H16 H17 H16 H17 28 28 28 28

道路 坂東市 直 L=  204m H16 H16 H16 H16 43 43 43 43

道路 坂東市 直 L=  500m H16 H20 H16 H20 63 63 63 63

道路 坂東市 直 L=  370m H18 H18 H18 H18 6 6 6 6

道路 坂東市 直 L=  800m H17 H20 H17 H20 840 840 840 840

公園 坂東市 直 2.8ha H17 H20 H16 H20 220 220 220 220

公園 坂東市 直 5.37ha H16 H18 H16 H18 28 28 28 28

公園 坂東市 直 L=  438m H19 H20 H19 H20 20 20 20 20

公園 坂東市 直 L=  425m H20 H20 H20 H20 12 12 12 12

地域生活基盤施設 坂東市 直 － H16 H16 H16 H16 1 1 1 1

坂東市 直 2.58ha H17 H20 H17 H20 3 3 3 3

公営住宅等整備 坂東市 直 １２戸 982.57㎡ H16 H16 H16 H16 196 196 196 196

合計 2,060 2,060 2,060 2,060
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

合計 0 0 0 0

合計(A+B) 2,060
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

茨城県 国土交通省 L＝２０００ｍ ○ 平成１３年度 平成１８年度 2,200

茨城県 国土交通省 L＝２８４０ｍ ○ 平成４年 平成１８年度 450

坂東市 国土交通省 ○ 平成１５年度 平成２０年度 50

坂東市 ○ 平成１年度 平成２０年度 40

坂東市 ○ 平成２年度 平成２０年度 10

坂東市 0.1ha 162㎡ ○ 平成１５年度 平成２０年度 25

坂東市 0.8ha　92㎡ ○ 平成１５年度 平成２０年度 10

沓掛 坂東市 12戸　833㎡ ○ 平成１５年度 平成１５年度 201

合計 2,986

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 （いずれかに○） 事業期間 全体事業費

事業活用調
査

0

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
うち民負担分

規模

うち民負担分

交付対象事業費 2,060 交付限度額 824 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模 （参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

市道山017・050・058号線

市道生子076号線

市道沓掛030号線

市道菅谷272号線

市道内野山015号線

市道山465・185・271号線

市道山191・206・192・199号線

市道山345・351・352号線

沓掛115号線

市道生子266・276号線

市道沓掛142号線

市道沓掛220号線

市道菅谷150号線

菅谷212号線

市道逆井528号線

市道菅谷178号線

ふれあいの森整備

沓掛87号線

主要地方道土浦・境線

（仮称）前山公園

逆井城跡公園

生子運動公園

内野山運動公園

街路樹整備

事業主体 直／間

猿島団地（さしま住宅）

細項目
事業

地域創造支
援事業

まちづくり活
動推進事業

事業箇所名

公営住宅等整備

市民農園維持管理事業 山

農産物直売所維持管理事業 沓掛

国補交通安全施設等整備事業
（県道猿島・水海道線歩道設置事業）

山

国補緊急地方道整備事業
（県道猿島・水海道線バイパス）

農業ふれあい対策事業 山

沓掛・内野山

公共交通対策事業 逆井・山・生子・菅谷・沓掛・内野山

古城まつり事業 逆井


